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﹂
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︶

Seven Sages in a B
am

boo G
rove by the K

ano, the Sum
iyoshi and the Itaya 

Schools in the B
ritish M

useum

SH
IM

O
H

A
R

A
 M

iho

要
約

　

本
論
で
は
、
狩
野
永
悳
立
信
︵
一
八
一
四
～
一
八
九
一
︶、
狩
野
探
渕
守
真

︵
一
八
〇
五
～
一
八
五
三
︶、
狩
野
探
原
守
経
︵
一
八
二
九
～
一
八
六
六
︶、
住

吉
弘
定
︵
一
七
九
三
～
一
八
六
三
︶、
板
谷
弘
延
︵
一
八
二
〇
～
一
八
五
九
︶、

狩
野
董
川
中
信
︵
一
八
一
一
～
一
八
七
一
︶、
狩
野
勝
川
院
雅
信
︵
一
八
二
三

～
一
八
八
〇
︶
の
御
用
絵
師
七
名
が
手
が
け
た
﹁
竹
林
七
賢
人
図
﹂︵
大
英
博

物
館
蔵
︶
の
中
に
、
狩
野
探
幽
筆
静
岡
県
立
美
術
館
本
・
福
岡
市
美
術
館
本
と

共
通
す
る
図
様
を
見
出
し
、
本
作
品
が
探
幽
本
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ

と
を
確
認
し
た
。ま
た
、落
款
や
印
章
よ
り
制
作
年
代
を
弘
化
元
年︵
一
八
四
四
︶

か
ら
嘉
永
六
年
︵
一
八
五
三
︶
の
間
に
限
定
し
、
七
賢
人
の
位
置
関
係
は
、
各

絵
師
の
画
壇
に
お
け
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
反
映
し
て
い
る
と
指
摘
し
た
。さ
ら
に
、

本
作
品
は
御
用
絵
師
七
名
が
手
が
け
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
厳
格
な
公
性
が

認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
嘉
永
元
年
︵
一
八
四
八
︶
に
お
け
る
狩
野
永
悳
立
信
の

家
督
就
任
を
記
念
し
て
制
作
さ
れ
た
と
推
測
し
た
。
当
時
の
御
用
絵
師
の
制
作

状
況
を
伺
い
知
る
意
味
で
、
本
作
品
は
貴
重
な
存
在
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
狩
野
派
、
住
吉
派
、
板
谷
派
、
竹
林
七
賢
人
図
、
御
用
絵
師

原
著
論
文

*　

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部　

准
教
授
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は
じ
め
に

　

江
戸
時
代
に
お
け
る
幕
府
の
御
用
は
、
旧
来
の
狩
野
派
に
加
え
、
貞
享
二
年

︵
一
六
八
五
︶
の
住
吉
具
慶
︵
一
六
三
一
～
一
七
〇
五
︶
に
よ
る
奥
絵
師
着
任

を
き
っ
か
け
に
、同
派
や
そ
の
分
派
で
あ
る
板
谷
派
が
参
入
す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
れ
ら
近
世
に
お
け
る
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
流
派
は
、
粉
本
主
義
の
象
徴
と
し
て

語
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の
研
究
は
著
し
く
遅
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
彼

ら
の
具
体
的
な
制
作
活
動
は
﹁
奥
絵
師
狩
野
晴
川
院
︹
公
用
日
記
︺
に
見
る
そ

の
活
動
﹂（

注
1）

等
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
絵
師
に
よ
る
御
用
日
記
と

現
存
作
品
と
を
結
び
つ
け
る
具
体
的
な
検
証
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
着
手
さ
れ

て
い
な
い
。

　

今
回
、
取
り
上
げ
る
﹁
竹
林
七
賢
人
図
﹂︵
大
英
博
物
館
蔵
・
以
後
、
大
英

博
物
館
本
と
す
る
︶
は
、
江
戸
後
期
の
御
用
絵
師
七
名
に
よ
る
合
作
で
、
彼
ら

の
制
作
活
動
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
論
で
は
、
七
名
の
絵
師
の
生

没
年
や
叙
任
の
年
に
よ
り
、
本
作
品
の
制
作
年
代
を
限
定
し
、
七
賢
人
の
立
ち

位
置
と
各
絵
師
の
画
壇
に
お
け
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
の
関
係
、
図
様
の
系
譜
が
何

処
に
求
め
ら
れ
る
の
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
。

１　

大
英
博
物
館
本
の
現
状
及
び
狩
野
派
に
お
け
る
竹
林
七
賢
人
図
に
つ
い
て

　

本
論
で
紹
介
す
る
﹁
竹
林
七
賢
人
図
﹂︵
一
幅　

絹
本
墨
画
淡
彩
︶︵
図

1
・
2
︶
は
大
英
博
物
館
が
所
蔵
し
、
か
つ
て
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン

︵
一
八
四
二
～
一
九
〇
〇
︶
が
収
集
し
た
作
品
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
の
外
科

医
で
あ
る
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
は
、一
八
七
三
年
に
日
本
の
海
軍
省
か
ら
招
聘
さ
れ
、

海
軍
軍
医
学
校
教
師
と
し
て
日
本
に
滞
在
し
た
。
そ
の
間
、
約
二
七
八
〇
点
の

日
本
絵
画
を
収
集
し（

注
2）

、
自
身
が
編
纂
し
た
＇D

escriptive and H
istorical 

C
atalogue of a C

ollection of Japanese and C
hinese Paintings in the B

ritish 

M
useum

＇

に
そ
の
概
要
を
ま
と
め
て
い
る
。
本
作
品
もK

A
N

O
 SC

H
O

O
L

に

分
類
さ
れ
、
基
本
的
な
デ
ー
タ
︵
寸
法
・
品
質
・
形
状
︶
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

　

本
作
品
は
縦
が
一
九
七
・
五
糎
、
横
が
三
六
・
〇
糎
の
掛
幅
に
、
竹
林
七
賢
人

が
描
き
込
ま
れ
て
お
り
、
各
賢
人
の
傍
ら
に
絵
師
の
落
款
と
印
章
が
付
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、ど
の
時
点
で
誰
に
よ
っ
て
記
入
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

画
面
に
は
、
手
書
き
の
鉛
筆
で
﹁naiki hirosada

﹂、﹁Tangensai

﹂
な
ど
の
覚

え
書
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
作
品
は
、
画
面
下
方
に
七
賢
人
を
配
し
、
そ
の
右
上
に
半
ア
ー
チ
型
の
た

わ
ん
だ
竹
が
配
さ
れ
て
い
る
。
七
賢
人
は
縦
長
の
帽
子
を
被
っ
た
賢
人
を
中
心

に
、
他
の
六
名
が
取
り
囲
む
よ
う
に
立
ち
、
ま
と
ま
り
の
あ
る
構
図
と
な
っ
て

い
る
。
い
ず
れ
も
簡
略
な
描
線
に
よ
る
墨
画
で
描
か
れ
、
七
賢
人
の
頬
や
額
の

一
部
の
み
薄
い
朱
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
。
ど
の
人
物
も
略
筆
な
が
ら
、
モ
デ

リ
ン
グ
に
狂
い
は
見
ら
れ
ず
、
的
確
に
体
躯
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
描
線
、
墨

調
と
も
に
突
出
し
た
表
現
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
予
め
画
面
の
中
で
調
和
す
る

よ
う
配
慮
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

中
央
の
人
物
か
ら
逆
時
計
回
り
で
七
賢
人
に
注
目
し
て
み
た
い
︵
図
3
︶。

人
物
①
は
、
正
面
向
き
で
、
丸
い
文
様
の
入
っ
た
特
徴
あ
る
縦
長
の
帽
子
を
着

用
し
て
い
る
。
そ
の
左
下
②
は
、
潑
墨
風
に
描
か
れ
た
衣
装
を
身
に
つ
け
、
両

手
を
袖
の
部
分
で
合
わ
せ
、
画
面
向
か
っ
て
斜
め
右
を
向
い
て
い
る
。
そ
の
後

方
に
い
る
③
は
、
左
下
を
見
つ
め
、
七
賢
人
の
輪
か
ら
視
線
を
は
ず
し
て
い
る
。

中
央
後
方
左
④
、
及
び
後
方
右
⑤
は
上
半
身
し
か
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
他
の

賢
人
が
狩
野
派
風
の
比
較
的
無
表
情
な
顔
貌
表
現
で
あ
る
の
に
対
し
、
④
は
軽

く
微
笑
む
、
⑤
は
右
下
の
人
物
⑥
を
覗
き
込
む
よ
う
な
、
感
情
を
伴
っ
た
表
現



下原：狩野派・住吉派・板谷派合作の大英博物館蔵「竹林七賢人図」について3

と
な
っ
て
い
る
。
⑥
は
継
ぎ
の
あ
る
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、
巻
物
を
両
手
で
広

げ
、
差
し
出
し
て
い
る
。
そ
の
視
線
の
先
は
、
中
央
の
賢
人
に
注
が
れ
て
い
る

よ
う
で
あ
る
。画
面
右
下
⑦
の
賢
人
は
左
手
に
杖
を
持
ち
、背
中
を
見
せ
て
立
っ

て
お
り
、
顔
の
右
半
分
だ
け
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
。
⑥
の
持
つ
巻
子
を
覗
き
込

ん
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

本
作
品
の
題
材
と
な
っ
た
竹
林
七
賢
人
は
、
中
国
の
西
晋
時
代
に
、
世
塵
を

避
け
て
竹
林
に
会
し
清
談
を
事
と
し
た
隠
士
、
す
な
わ
ち
阮げ
ん

籍せ
き

︵
二
一
〇
～

二
六
三
︶・
嵆け
い

康こ
う

︵
二
二
四
～
二
六
二
︶・
山さ
ん

涛と
う

︵
二
〇
五
～
二
八
三
︶・
向
し
ょ
う

秀
し
ゅ
う

︵
二
二
七
？
～
二
七
二
︶・
劉
り
ゅ
う

怜れ
い

︵
二
二
一
？
～
三
〇
〇
？
︶・
王お
う

戎じ
ゅ
う︵

二
三
四

～
三
〇
五
︶・
阮げ
ん

咸か
ん

︵
生
没
年
不
詳
︶
を
指
す
。
中
国
で
は
東
晋
の
中
葉
か
ら

絵
画
化
さ
れ
、
日
本
で
は
室
町
後
期
か
ら
数
多
く
の
作
品
が
残
っ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
狩
野
一
渓
︵
一
五
九
九
～
一
六
六
二
︶
が
江

戸
時
代
初
期
に
著
し
た
﹃
後
素
集
﹄︵
元
和
九
年
・
一
六
二
三
の
自
跋
有
り
︶

の
巻
二
﹁
隠
逸
﹂
に
﹁
晉
七
賢
人
圖
﹂
の
項
目
が
あ
り
、
下
記
の
よ
う
な
記
事

が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

晉
嵆
康
傳
、
與
レ
康
交
者
阮
籍
、
山
濤
、
向
秀
、
劉
怜
、
阮
咸
、
王
戎
、

　

為
二
竹
林
之
遊
一
、
所
謂
竹
林
七
賢
是
也
。︹
詩
學
大
成
有
之
︺

　

嵆
康
字
齊
︹
叔
︺
夜
、
好
男
也
、
琴
の
上
手
。

　

 

阮
籍
字
嗣
宗
、
彈
レ
琴
、
亦
七
月
七
日
以
レ
竿
挂
二
大
布
犢
鼻
袴
一
曝
レ
庭
犢
鼻

也
、
好
男
也
。

　

山
濤
字
巨
源
。

　

向
秀
字
子
期
、
伯
牙
が
琴
を
聞
た
る
人
也
。

　

劉
怜
字
伯
倫
、
常
乗
二
鹿
車
一
、
愛
レ
酒
。

　

阮
咸
字
仲
容
。

　

王
戎
字
濬
仲
、
視
レ
日
不
レ
眩
日
に
向
て
ま
た
ゝ
き
せ
ず
と
な
り
。

　

此
七
賢
の
内
山
濤
と
王
戎
は
意
が
は
り
し
て
竹
林
を
去
也
、
此
後
の
こ
り
を

五
君
と
云
。

　

こ
こ
で
は
、
嵆
康
が
琴
の
名
手
で
あ
る
こ
と
、
阮
籍
も
琴
を
つ
ま
弾
い
た
こ

と
、
劉
怜
は
常
に
鹿
車
に
乗
り
、
酒
を
好
ん
だ
こ
と
な
ど
、
賢
人
の
特
徴
を
示

す
内
容
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
作
品
に
お
い
て
、
こ
れ
ら

の
内
容
は
反
映
さ
れ
ず
、
各
賢
人
が
誰
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
だ
わ
り
は
見
ら

れ
な
い
。

　

そ
れ
で
は
、
本
作
品
の
図
様
は
ど
の
よ
う
な
系
譜
に
属
し
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。

　

竹
林
七
賢
人
図
は
室
町
時
代
後
期
か
ら
そ
の
作
例
が
見
ら
れ
、
周
文
の
弟
子

で
あ
る
岳
翁
の
掛
幅︵
現
在
、所
在
不
明
︶が
そ
の
最
も
古
い
例
と
さ
れ
る（

注
3）

。

そ
の
後
も
雪
村
︵
一
五
〇
四
ヵ
～
一
五
八
九
︶
や
、
狩
野
元
信
︵
一
四
七
六
ヵ

～
一
五
五
九
︶、狩
野
松
栄
︵
一
五
一
九
～
一
五
九
二
︶、雲
谷
等
顔
︵
一
五
四
七

～
一
六
一
八
︶、海
北
友
松︵
一
五
三
三
～
一
六
一
五
︶、長
谷
川
等
伯︵
一
五
三
九

～
一
六
一
〇
︶
ら
に
よ
っ
て
描
き
継
が
れ
て
き
た
が（

注
4）

、
全
体
の
構
図
や

背
景
の
竹
藪
、
人
物
の
ポ
ー
ズ
や
衣
装
、
持
物
等
に
お
い
て
、
本
作
品
と
共
通

性
を
見
出
せ
る
の
は
狩
野
探
幽
以
降
の
作
品
で
あ
る
。

　

探
幽
の
竹
林
七
賢
人
図
と
し
て
は
、﹁︵
同
︶・
香
山
九
老
図
屏
風
﹂︵
六
曲
一

双
屏
風　

静
岡
県
立
美
術
館
蔵
・
以
後
、
静
岡
県
立
美
術
館
本
と
す
る
︶
及
び
、

﹁
白
衣
観
音
・︵
同
︶・
商
山
四
皓
図
﹂︵
三
幅
対　

福
岡
市
美
術
館
蔵
・
以
後
、

福
岡
市
美
術
館
本
と
す
る
︶
が
知
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
掛
幅
形
式
の
作
品
と
し

て
、
よ
り
本
作
品
に
近
い
の
は
後
者
で
あ
る
。

　

福
岡
市
美
術
館
本
︵
図
4
︶
は
、
左
端
に
竹
藪
を
配
し
、
そ
の
傍
ら
に
五
名
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の
、
少
し
空
間
を
お
い
て
右
に
二
名
の
賢
人
を
配
し
て
い
る
。
同
じ
掛
幅
形
式

で
は
あ
る
が
、
そ
の
構
図
は
異
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
画
面
上
方
に
広
く
余

白
を
と
り
、
簡
略
な
描
線
で
七
賢
人
を
表
現
し
て
い
る
点
で
は
、
近
似
し
た
画

趣
を
も
つ
。
ま
た
、
縦
長
の
帽
子
を
被
る
正
面
向
き
の
賢
人
は
大
英
博
物
館
本

の
①
と
、
背
中
を
見
せ
、
右
半
分
だ
け
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
賢
人
は
同
本
の
⑦
と
、

顔
の
向
き
は
逆
で
あ
る
が
、
巻
子
を
広
げ
る
賢
人
は
同
本
の
⑥
と
図
様
が
近

く
、
本
作
品
が
探
幽
の
七
賢
人
図
、
あ
る
い
は
共
通
す
る
粉
本
か
ら
そ
の
図
様

を
引
用
し
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
尚
、山
下
善
也
氏
は
﹁
狩
野
探
幽
筆
︽
竹

林
七
賢
・
香
山
九
老
図
︾
屏
風

－

そ
の
革
新
性

－

﹂（

注
5）

の
中
で
、
静
岡
県

立
美
術
館
本
や
福
岡
市
美
術
館
本
に
見
ら
れ
る
探
幽
の
図
様
は
、
探
幽
が
雪
舟

作
と
み
な
し
た
竹
林
七
賢
人
図
の
写
し
︵
作
品
中
に
﹁
謄
雪
舟
﹂
と
あ
る
︶
と

多
く
の
共
通
点
が
あ
る
た
め
、﹁
探
幽
が
雪
舟
画
系
の
伝
統
的
な
図
像
を
、
配

置
を
変
え
つ
つ
踏
襲
し
た
実
例
で
あ
り
、
逆
に
い
え
ば
、
探
幽
に
と
っ
て
雪
舟

画
系
の
図
像
が
重
要
な
手
本
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
︵
後
略
︶﹂
と
述
べ
て
い
る
。

江
戸
時
代
後
期
に
描
か
れ
た
本
作
品
も
、
簡
略
な
墨
線
で
描
か
れ
、
い
く
つ
か

の
図
様
が
探
幽
の
七
賢
人
図
に
近
似
す
る
た
め
、
こ
の
系
譜
に
連
な
る
作
品
と

推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
狩
野
派
の
七
賢
人
図
の
中
で
、
注
目
さ
れ
る
機
会
の
少
な
か
っ
た
作

品
と
し
て
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
が
所
蔵
す
る
狩
野
栄
川
古
信
︵
一
六
九
五
～

一
七
三
一
︶
筆
と
狩
野
探
信
守
道
︵
一
七
八
五
～
一
八
三
五
︶
筆
の
同
画
題
の

作
品
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。両
者
と
も
本
作
品
と
同
じ
掛
幅
形
式
で
あ
り
、

左
幅
に
二
名
の
、
中
央
幅
に
三
名
の
、
右
幅
に
二
名
の
賢
人
が
配
さ
れ
、
簡
略

な
墨
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
本
作
品
と
共
通
す
る
特
徴
的
な
帽
子
を
被
っ
た
賢

人
や
、
振
り
返
っ
て
背
中
を
見
せ
る
賢
人
、
巻
子
を
開
く
賢
人
等
が
見
出
せ
る

点
で
、
前
者
の
方
が
探
幽
本
二
作
品
や
本
作
品
と
近
い
。
表
装
に
手
間
の
か
か

る
屏
風
よ
り
、
掛
幅
の
七
賢
人
図
が
好
ま
れ
た
の
か
、
探
幽
以
降
は
掛
幅
形
式

の
作
品
が
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

2　

作
者
と
制
作
年
代
に
つ
い
て

⑴　

作
者
に
つ
い
て

　

大
英
博
物
館
本
は
幕
府
の
御
用
絵
師
七
名
︵
狩
野
派
五
名
、
住
吉
派
一
名
、

板
谷
派
一
名
︶
に
よ
る
合
作
で
あ
り
、
各
賢
人
に
落
款
と
印
章
が
付
さ
れ
て
い

る
。
以
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
絵
師
の
生
没
年
、
号
、
名
、
叙
任
の
年
代
等
を
、

先
と
同
じ
く
中
央
の
賢
人
か
ら
逆
時
計
回
り
に
記
す
。

　

①
落
款
﹁
永
悳
立
信
筆
﹂・
印
章
﹁
立
信
﹂︵
朱
文
瓢
印
︶︵
図
5
︶

　
　

 

狩
野
永
悳
立
信
︵
文
化
一
一
年
～
明
治
二
四
年
・
一
八
一
四
～
一
八
九
一
︶

　
　

・
中
橋
狩
野
家

　
　

・
父
：
狩
野
伊
川
院
栄
信
、
狩
野
董
川
中
信
の
弟

　
　

・
号
：
晴
雪
斎
、
晴
雪
、
永
悳
・
名
：
立
信

　
　

・
嘉
永
元
年
︵
一
八
四
八)

家
督
相
続

　

②
落
款
﹁
探
渕
斎
法
眼
筆
﹂・
印
章
﹁
守
真
﹂︵
朱
文
方
印
︶︵
図
6
︶

　
　

狩
野
探
渕
守
真
︵
文
化
二
年
～
嘉
永
六
年
・
一
八
〇
五
～
一
八
五
三
︶

　
　

・
鍛
冶
橋
狩
野
家

　
　

・
父
：
狩
野
探
信
守
道

　
　

・
号
：
探
渕
、
探
文
・
名
：
守
真

　
　

・
弘
化
元
年
︵
一
八
四
四
︶
一
二
月
一
六
日
法
眼
に
叙
任

　

③
落
款
﹁
探
原
斎
筆
﹂・
印
章
﹁
原
﹂︵
朱
文
円
印
︶︵
図
7
︶

　
　

狩
野
探
原
守
経
︵
文
政
一
二
年
～
慶
応
二
年
・
一
八
二
九
～
一
八
六
六
︶
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・
鍛
冶
橋
狩
野
家

　
　

・
父
：
狩
野
探
渕
守
真

　
　

・
号
：
探
文
、
探
原
・
名
：
守
経

　

④
落
款
﹁
内
記
弘
定
﹂・
印
章
﹁
▢
▢
﹂︵
朱
文
印
︶︵
図
8
︶

　
　

住
吉
弘
定
︵
寛
政
五
年
～
文
久
三
年
・
一
七
九
三
～
一
八
六
三
︶

　
　

・
父
・
住
吉
広
行

　
　

・ 

通
称
：
内
記
・
名
：
広
定
︵
弘
定
︶、
嘉
永
六
年
︵
一
八
五
三
︶
一
二

月
一
五
日
弘
貫
に
改
名

　

⑤
落
款
﹁
桂
舟
弘
延
﹂・
印
章
﹁
弘
延
﹂︵
朱
文
方
印
︶︵
図
9
︶

　
　

板
谷
弘
延
︵
文
政
三
年
～
安
政
六
年
・
一
八
二
〇
～
一
八
五
九
︶

　
　

・
父
：
板
谷
広
寿

　
　

・
号
：
桂
舟
・
名
：
弘
延
、
広
延

　

⑥
落
款
﹁
董
川
法
眼
筆
﹂・
印
章
﹁
全
楽
﹂︵
朱
文
方
印
︶︵
図
10
︶

　
　

狩
野
董
川
中
信
︵
文
化
八
年
～
明
治
四
年
・
一
八
一
一
～
一
八
七
一
︶

　
　

・
浜
町
狩
野
家

　
　

・
父
：
狩
野
伊
川
院
栄
信
、
狩
野
永
悳
立
信
の
兄

　
　

・ 

号
：
全
樂
齋
・
名
：
董
四
郎
、
幸
川
、
中
信
、
天
保
一
二
年
に
董
川
に

改
名

　
　

・
弘
化
元
年
︵
一
八
四
四
︶
一
二
月
一
六
日
に
法
眼
に
叙
任

　

⑦
落
款
﹁
勝
川
法
眼
筆
﹂・
印
章
﹁
雅
信
﹂︵
白
文
方
印
︶︵
図
11
︶

　
　

 

狩
野
勝
川
院
雅
信
︵
文
政
六
年
～
明
治
一
三
年
・
一
八
二
三
～
一
八
八
〇
︶

　
　

・
木
挽
町
狩
野
家

　
　

・
父
：
狩
野
晴
川
院
養
信

　
　

・
号
：
素
尚
斎
、
尚
古
、
櫟
堂
、
勝
川
・
幼
名
：
榮
次
郎
、
名
：
雅
信

⑵　

制
作
年
代
に
つ
い
て

　

本
作
品
の
完
成
年
に
関
す
る
史
料
は
、現
在
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
初
に
亡
く
な
っ
た
狩
野
探
渕
守
真
の
没
年
か
ら
嘉
永
六
年

︵
一
八
五
三
︶
を
下
限
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
上
限
に
つ
い
て
は
、
狩
野
董

川
中
信
、
狩
野
探
渕
守
真
の
落
款
よ
り
、
両
者
が
共
に
法
眼
に
叙
任
さ
れ
た
弘

化
元
年
︵
一
八
四
四
︶
一
二
月
一
六
日
と
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
制
作

年
代
に
お
け
る
各
絵
師
の
年
齢
は
、
狩
野
永
悳
立
信
が
三
〇
才
～
三
九
才
、
狩

野
探
渕
守
真
が
三
九
才
～
四
八
才
、
狩
野
探
原
守
経
が
一
五
才
～
二
四
才
、
住

吉
弘
定
が
五
一
才
～
六
〇
才
、
板
谷
弘
延
が
二
四
才
～
三
三
才
、
狩
野
董
川
中

信
が
三
四
才
～
四
三
才
、
狩
野
勝
川
院
雅
信
が
二
一
才
～
三
〇
才
と
な
る
。
も

し
、
制
作
年
代
が
弘
化
元
年
︵
一
八
四
四
︶
で
あ
れ
ば
、
狩
野
探
原
は
飛
び
抜

け
て
若
く
一
五
才
で
本
作
品
を
手
が
け
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
若
年
に
し
て

抜
き
ん
出
た
才
能
を
有
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
他
の
絵
師
と
の
合
作

が
許
さ
れ
る
に
は
あ
ま
り
に
も
若
く
、
制
作
年
代
の
上
限
は
、
弘
化
元
年
よ
り

下
る
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

⑶　

七
賢
人
の
配
置
に
つ
い
て

　

⑵
で
推
測
し
た
制
作
年
代
に
お
い
て
、
七
名
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
は
誰
で

あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
実
年
齢
と
し
て
は
住
吉
弘
定
が
年
長
者
と
い
う
こ
と
に

な
る
が
、
代
々
幕
府
の
御
用
絵
師
を
踏
襲
し
て
き
た
狩
野
派
を
差
し
置
く
こ
と

は
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、当
時
の
御
用
日
記
類
、例
え
ば
、弘
定
の
著
し
た
﹃
奥

御
用
日
記
﹄
等
に
目
を
向
け
る
と
、
何
名
か
の
絵
師
が
列
挙
さ
れ
る
場
合
、
弘

化
年
間
前
後
の
記
事
で
は
、
董
川
の
名
が
ト
ッ
プ
に
記
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多
い

（

注
6）

。
宗
家
で
あ
る
中
橋
狩
野
家
の
永
悳
は
、
董
川
の
弟
︵
四
歳
下
︶
で
あ
る

た
め
、実
質
的
に
は
董
川
が
当
時
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
よ
う
。
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こ
こ
で
、本
作
品
に
お
け
る
七
賢
人
の
立
ち
位
置
に
目
を
向
け
て
み
た
い︵
図

3
︶。
中
央
①
を
描
い
た
の
は
、
宗
家
で
あ
る
中
橋
狩
野
の
永
悳
立
信
で
あ
る
。

そ
の
右
方
背
後
で
中
央
の
賢
人
を
見
守
る
⑥
は
、
永
悳
の
兄
狩
野
董
川
中
信
が

手
が
け
て
い
る
。
ま
た
、
下
方
左
の
賢
人
②
は
、
董
川
中
信
同
様
、
弘
化
元
年

︵
一
八
四
四
︶
一
二
月
一
六
日
に
法
眼
に
叙
任
さ
れ
た
狩
野
探
渕
守
真
が
、
さ

ら
に
、
②
の
後
ろ
に
控
え
た
賢
人
③
は
、
探
渕
守
真
の
息
子
、
探
原
守
経
が
手

が
け
て
い
る
。
探
元
は
七
名
の
絵
師
の
中
で
最
年
少
で
あ
る
。
そ
の
右
隣
、
つ

ま
り
、
中
央
の
賢
人
の
背
後
に
立
つ
④
⑤
を
描
い
た
の
は
、
江
戸
時
代
初
期
か

ら
御
用
絵
師
に
参
入
し
た
住
吉
派
、
板
谷
派
の
絵
師
、
弘
定
と
弘
延
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
七
名
の
絵
師
の
社
会
的
立
場
や
年
齢
、
血
縁
関
係
を
た
ど
っ
て

い
く
と
、
七
人
の
賢
人
の
立
ち
位
置
も
そ
れ
に
呼
応
す
る
よ
う
考
慮
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

3　

狩
野
派
・
住
吉
派
・
板
谷
派
合
作
の
制
作
背
景
に
つ
い
て

　

以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
本
作
品
を
手
が
け
た
七
名
の
絵
師
は
、
江
戸

時
代
後
期
の
同
時
期
に
お
い
て
幕
府
の
御
用
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
主

立
っ
た
御
用
と
し
て
は
、
天
保
九
年
︵
一
八
三
八
︶
の
江
戸
城
西
丸
炎
上（
注
7）

や
天
保
一
五
年
︵
一
八
四
四
︶
の
本
丸
炎
上
に
伴
う
普
請
御
用
や
、
オ
ラ
ン
ダ

や
イ
ギ
リ
ス
へ
の
贈
答
屏
風
制
作（

注
８）

が
あ
り
、
彼
ら
は
共
同
で
こ
れ
ら
の

事
業
に
関
わ
っ
て
い
た
。
ま
た
、
当
時
の
記
録
類
か
ら
は
、
決
め
ら
れ
た
御
定

日
に
全
員
が
出
仕
し
、
年
始
の
書
初
か
ら
席
画
、
禁
裏
の
進
献
ま
で
、
日
常
的

に
共
同
作
業
を
行
っ
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

本
作
品
の
七
名
が
関
わ
っ
た
画
事
と
し
て
は
、住
吉
弘
定
著
﹃
奥
御
用
日
記
﹄

︵﹃
東
洋
美
術
大
観
﹄
五　

所
収
︶
か
ら
い
く
つ
か
が
確
認
で
き
る
。
以
下
に
関

連
記
事
を
抜
粋
す
る
。

　

⑴　

弘
化
五
年
︵
一
八
四
八
︶
一
月
一
四
日
の
記
事

　
　
　
　

 

朝
五
ッ
時
御
城
奥
繪
番

只
今
印
持
参
出
勤
可
仕
候
様
申
来
る
。
直

ニ
相
出
。
四
ツ
時
頃
七
人
相
揃
候
旨
、
御
小
性
頭
取
江

申
出
、
直
に

御
繪
部
屋
江

出
ル
。
明
日
田
安
一
位
殿
七
十
之
御
賀
ニ
付
、
御
繪
師

被
仰
付
、
七
福
神
畫
相
候
様
に
て
、
鷹
之
御
間
江

出
ル
。
大
横
物
絹

地
江

認
掛
る
。
出
御
九
ツ
時
過
。
奥
江

被
為
成
、
雪
降
候
に
て
、
ク

ズ
湯
御
繪
師
共
江

被
下
候
。︵
中
略
︶
董
川
、
探
渕
、
勝
川
、
探
原
、

永
徳
、
内
記
、
桂
舟
七
人
也
。

　

⑵　

弘
化
五
年
︵
一
八
四
八
︶
一
一
月
五
日
の
記
事

　
　
　
　

 

朝
四
ッ
時
、
七
人
之
御
繪
師
揃
て
西
丸
江

出
ル
。
今
日
は
御
席
畫
被
二

仰
付
一
、一
ッ
橋
姫
君
様
御
年
初
故
、
頭
取
よ
り
御
繪
様
五
通
り
づ
ゝ

被
二
仰
出
一
、︵
後
略
︶

　

⑶　

嘉
永
二
年
︵
一
八
四
九
︶
一
月
二
二
日
の
記
事

　
　
　
　

 

峯
壽
院
様
御
年
始
ニ
付
、
四
ツ
半
時
出
、
御
席
畫
。
九
ツ
半
時
よ
り

於
二
御
座
間
一
有
レ
之
。
自
分
御
好
大
横
物
明
石
之
濱
景
。
其
外
女
中

頭
之
分
彩
色
竹
ニ
虎
、鳥
羽
ま
り
け
竹
雀
。
董
川
、探
淵
、勝
川
、永
徳
、

探
原
、
自
分
、
桂
舟
出
ル
。
八
ツ
半
前
相
済
。

　

⑴
で
は
、
田
安
一
位
殿
の
七
十
之
御
賀
の
た
め
に
、
董
川
中
信
以
下
七
名
が

七
福
神
図
を
手
が
け
た
と
い
う
。
ま
た
、
こ
の
日
は
雪
が
降
り
、
九
ツ
時
︵
午

前
零
時
︶
ま
で
制
作
が
及
ん
だ
た
め
、
葛
湯
が
振
る
舞
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
時

の
七
福
神
図
は
大
横
物
絹
地
に
描
か
れ
た
と
あ
る
が
、
御
用
絵
師
七
名
が
集
っ

た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
こ
の
時
の
七
福
神
も
本
作
同
様
合
作
で
あ
っ
た
可
能

性
が
高
い
。
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⑶
も
、
同
じ
七
名
の
絵
師
が
集
い
、
峯
壽
院
の
た
め
に
﹁
明
石
之
濱
景
﹂
や
、

女
中
頭
の
た
め
に
﹁
彩
色
竹
ニ
虎
、
鳥
羽
ま
り
け
竹
雀
﹂
を
手
が
け
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

　

⑵
に
つ
い
て
は
、
名
前
こ
そ
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
弘
化
五
年
︵
一
八
四
八
︶

前
後
の
制
作
状
況
か
ら
、﹁
七
人
之
御
繪
師
﹂
は
、
件
の
絵
師
を
指
す
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

　

七
名
の
御
用
絵
師
が
同
時
期
に
共
同
制
作
を
行
っ
た
と
い
う
こ
と
は
偶
然
で

あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
先
の
七
福
神
図
が
そ
の
好
例
で
あ

る
が
、﹁
七
﹂
の
つ
く
画
題
は
縁
起
も
よ
く
、
共
同
制
作
と
し
て
は
、
い
か
に

も
適
し
た
人
数
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

　

こ
の
他
、
幕
府
の
御
用
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
な
い
が
、
彼
ら
の
合
作
と
し

て
、﹃
古
畫
備
考
﹄︵
三
十
上　

近
世
の
項
︶
に
掲
載
さ
れ
た
﹁
本
郷
丹
州
所
持

畫
帖
﹂︵
董
川
は
関
わ
ら
ず
︶や
、現
存
作
品
と
し
て
七
名
全
員
に
よ
る
合
作﹁
鳥

尽
く
し
図
﹂︵
個
人
蔵
︶
も
確
認
さ
れ
る
。

　

最
後
に
、
本
作
品
の
制
作
目
的
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
が
、
現
在
の
と
こ

ろ
、
関
連
す
る
史
料
が
残
っ
て
い
な
い
。
作
品
自
体
が
簡
略
な
草
体
の
作
風
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
席
畫
の
よ
う
に
短
時
間
で
描
か
れ
た
可
能
性
も
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
落
款
部
分
に
注
目
す
る
と
、
全
て
に
お
い
て
姓
の
部
分
が

省
略
さ
れ
て
お
り
、
当
時
の
主
立
っ
た
御
用
絵
師
の
合
作
と
は
い
え
、
厳
格

な
公
性
は
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
先
に
制
作
年
代
を
弘
化
元
年

︵
一
八
四
四
︶
か
ら
嘉
永
六
年
︵
一
八
五
三
︶
に
限
定
し
た
が
、
こ
の
期
間
に

お
け
る
重
要
な
事
柄
と
し
て
は
、
嘉
永
元
年
︵
一
八
四
八
︶
の
狩
野
永
悳
立
信

の
家
督
就
任
が
挙
げ
ら
れ
る
。
本
図
制
作
の
理
由
も
こ
の
あ
た
り
に
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
先
に
見
た
七
賢
人
の
位
置
関
係
よ
り
各
賢
人

を
自
分
た
ち
に
な
ぞ
ら
え
て
制
作
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
宗
家
を

盛
り
た
て
、
協
力
し
な
が
ら
、
幕
府
の
御
用
を
勤
め
て
い
く
、
と
い
う
意
図
を

汲
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
本
作
品
以
外
に
、
一
人
の
賢
人
を
中
央
に

配
し
、
そ
の
周
囲
を
他
の
六
名
が
取
り
囲
む
と
い
う
七
賢
人
図
は
、
管
見
の
限

り
に
お
い
て
、
未
だ
確
認
し
て
い
な
い
。

小
活

　

本
論
で
は
、
狩
野
派
・
住
吉
派
・
板
谷
派
の
御
用
絵
師
七
名
が
手
が
け
た
﹁
竹

林
七
賢
人
図
﹂︵
大
英
博
物
館
蔵
︶の
中
に
、狩
野
探
幽
本︵
静
岡
県
立
美
術
館
本
・

福
岡
市
美
術
館
本
︶
と
共
通
す
る
図
様
を
見
出
し
、
本
作
品
が
探
幽
本
の
系
譜

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
落
款
や
印
章
に
よ
り
制
作
年

代
を
弘
化
元
年
︵
一
八
四
四
︶
か
ら
嘉
永
六
年
︵
一
八
五
三
︶
の
間
に
限
定
し
、

七
賢
人
の
位
置
関
係
は
、
各
絵
師
の
画
壇
に
お
け
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
反
映
し
て

い
る
と
推
測
し
た
。
当
時
の
御
用
絵
師
の
状
況
を
伺
い
知
る
意
味
で
も
、
本
作

品
は
貴
重
な
存
在
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
目
的
を
も
っ
て
本
作
品
が
制
作
さ
れ
、

享
受
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
未
だ
手
が
か
り
を
つ
か
ん
で
い
な
い
。
こ
の

点
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
に
し
、
本
論
は
、
ひ
と
ま
ず
こ
こ
で
括
り
た
い
。

︹
附
記
︺

　

本
論
は
、
平
成
二
〇
年
～
二
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
︵
Ｂ
︶

﹁YA
M

ATO
-E

か
ら
み
る
日
・
英
・
米
の
日
本
美
術
史
観
に
関
す
る
比
較
研

究
﹂
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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大
英
博
物
館
学
芸
員
テ
ィ
モ
シ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
氏
、
同
学
芸
員
補
佐
︵
当
時
︶

ロ
ジ
ー
ナ
・
バ
ッ
ク
ラ
ン
ド
氏
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
学
芸
員
ア
ン
・
モ
ー
ス
氏
、

同
学
芸
員
補
佐
エ
レ
ン
・
タ
カ
タ
氏
、
福
岡
市
美
術
館
学
芸
員
渡
辺
雄
二
氏
に
、

作
品
調
査
や
資
料
収
集
で
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
心
よ
り
感
謝
の
意
を
申
し

上
げ
た
い
。

注注
1　

松
原
茂
﹁
奥
絵
師
狩
野
晴
川
院
︹
公
用
日
記
︺
に
見
る
そ
の
活
動
﹂︵﹃
東
京
国
立
博

物
館
紀
要
﹄
第
一
七
号　

昭
和
五
七
年
三
月　

東
京
国
立
博
物
館
︶

注
2　

拙
稿
﹃
博
物
学
的
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
お
け
る
近
世
や
ま
と
絵
の
研
究　

イ
ギ
リ
ス
海

軍
医W

.A
nderson

収
集
作
品
を
中
心
に
﹄︵
平
成
一
七
年
度
～
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補

助
金　

基
盤
研
究
Ｃ
報
告
書
︶

　

拙
稿
﹁
Ｗ
．
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
に
お
け
る
近
世
や
ま
と
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
美
術
史
観
に
関

す
る
考
察
﹂︵﹃
大
学
美
術
教
育
学
会
誌
﹄
第
四
〇
号　

二
〇
〇
八
年
︶

注
3　

以
下
、山
下
善
也﹁
狩
野
探
幽
筆︽
竹
林
七
賢
・
香
山
九
老
図
︾屏
風
そ
の
革
新
性
﹂︵﹃
静

岡
県
立
美
術
館
紀
要
﹄N

o.6　

昭
和
六
三
年
三
月　

静
岡
県
立
美
術
館
︶
を
参
考
に
し
た

注
4　

啓
孫
筆
﹁
竹
林
七
賢
人
図
﹂︵
紙
本
墨
画
淡
彩
・
六
曲
一
双
・
東
京
国
立
博
物
館
蔵
︶・

雪
村
筆
﹁︵
同
︶・
酔
舞
図
﹂︵
紙
本
着
彩
・
一
幅
・
阪
田
八
十
郎
氏
蔵
︶、
同
筆
﹁︵
同
︶・

七
隠
士
山
行
図
﹂︵
紙
本
墨
画
淡
彩
・
六
曲
一
双
・
旧
牧
野
家
旧
蔵
︶、
同
筆
﹁︵
同
︶﹂︵
双

幅
か
・
所
在
不
明
︶︵
紙
本
墨
画
・
六
曲
一
双
・
畠
山
記
念
館
︶、
狩
野
元
信
筆
﹁︵
同
︶・

商
山
四
皓
図
﹂︵
紙
本
墨
画
・
六
曲
一
双
・
東
京
国
立
博
物
館
︶、
狩
野
松
栄
筆
﹁︵
同
︶・

酔
舞
図
﹂︵
紙
本
淡
彩
・
小
笠
原
長
幹
氏
旧
蔵
︶、
雲
谷
等
顔
筆
﹁︵
同
︶﹂︵
紙
本
淡
彩
・
六

曲
一
双
・
永
青
文
庫
︶、
同
筆
﹁︵
同
︶﹂︵
紙
本
墨
画
・
襖
四
面
・
大
徳
寺
黄
梅
院
・
慶
長

三
年
︹
一
五
九
八
︺︶、
海
北
友
松
筆
﹁︵
同
︶﹂︵
紙
本
墨
画
・
一
六
幅
・
建
仁
寺
︶、
長
谷

川
等
伯
﹁︵
同
︶﹂︵
紙
本
墨
画
淡
彩
・
六
曲
一
双
・
両
足
院
︶、
曽
我
二
直
庵
﹁︵
同
︶・
商

山
四
皓
図
﹂︵
紙
本
着
色
・
六
曲
一
双
・
神
奈
川
県
立
美
術
館
︶

注
5　

注
3
参
照

注
6　
﹁
3　

狩
野
派
・
住
吉
派
・
板
谷
派
合
作
の
制
作
背
景
に
つ
い
て
﹂
参
照

注
7　

天
保
九
年
︵
一
八
三
八
︶
の
西
丸
炎
上
に
伴
う
普
請
御
用
と
し
て
、
狩
野
董
川
は
殿

上
之
間
、
紅
葉
之
間
を
、
狩
野
勝
川
は
御
休
息
の
間
と
竹
の
御
廊
下
、
桜
の
間
、
御
舞
台

等
を
、
狩
野
探
渕
は
御
黒
書
院
西
湖
の
間
と
溜
の
間
及
び
︵
他
の
︶
溜
の
間
、
松
の
御
廊

下
を
、
狩
野
探
原
は
波
の
間
を
、
狩
野
永
悳
は
御
書
院
番
所
を
、
住
吉
弘
定
は
御
連
歌
の

間
を
、
板
谷
弘
延
は
竹
之
間
を
担
当
し
て
い
る
。

　
︵﹃
古
畫
備
考
﹄
四
十
五　

宮
殿
筆
者　

参
照
︶

注
8　

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
贈
ら
れ
た
蒸
気
船
︵
ス
ー
ム
ビ
ン
グ
号
︶
の
返
礼
と
し
て
、
安
政
三

年
︵
一
八
五
六
︶
に
オ
ラ
ン
ダ
国
王
ウ
ィ
レ
ム
三
世
へ
屏
風
が
制
作
さ
れ
た
。
そ
の
中
に

は
、
狩
野
永
悳
筆
﹁
武
者
図
屏
風
﹂、
狩
野
探
原
筆
﹁
富
士
巻
狩
図
屏
風
﹂、
狩
野
勝
川
院

筆
﹁
鷹
狩
図
屏
風
﹂、
狩
野
董
川
筆
﹁
賀
茂
競
馬
図
屏
風
﹂、
住
吉
弘
定
︵
弘
貫
︶
筆
﹁
太

平
記
図
屏
風
﹂、
板
谷
弘
延
筆
﹁
宇
治
製
茶
図
屏
風
﹂︵
全
て
ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物

館
蔵
︶
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、板
谷
桂
舟
弘
延
の
﹃
奥
御
用
日
記
﹄︵﹃
東
洋
美
術
大
鑑
﹄
五　

板
谷
弘
延
の
項
所
収
︶

の
安
政
六
年
︵
一
八
五
九
︶
二
月
二
六
日
の
項
に

　
　

御
屏
風
一
双
宛
、
右
英
吉
利
国
王
江

被
遣
候
付
、
御
絵
可
相
認
候
、
同
じ
く
命
を
受
け

し
者
、
狩
野
永
悳
、
探
原
、
住
吉
内
記
、
板
谷
桂
舟
、
五
月
七
日
伺
下
画
、
八
月
十
七

日
出
来
ニ
付
、
御
細
工
所
江
納
ル

　

と
い
う
記
事
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
後
に
江
戸
城
炎
上
に
よ
っ
て
焼
失
す
る
こ
と
に

な
る
、
イ
ギ
リ
ス
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
へ
贈
る
屏
風
絵
制
作
の
記
事
と
考
え
ら
れ
る
︵
以
上

榊
原
悟
﹃
美
の
架
け
橋
﹄　

ぺ
り
か
ん
社　

二
〇
〇
二
年
を
参
照
。︶
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図１　�狩野永悳立信、狩野探渕守真、狩野探原
守経、住吉弘定、板谷弘延、狩野董川中信、
狩野勝川院雅信筆

　　　「竹林七賢人図」（大英博物館蔵）

図２　（同　部分図）
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図３　（　同　）図４　�狩野探幽筆「竹林七賢人図」
（福岡市美術館蔵「黒田資料」）

図５ ①�狩野永悳立信
　　 　落款・印章

図６ ②�狩野探渕守真
　　 　落款・印章

図７ ③�狩野探原守経
　　 　落款・印章

図８ ④�住吉弘定
　　 　落款・印章

図９ ⑤�板谷弘延
　　 　落款・印章

図１０ ⑥�狩野董川中信
　　 　落款・印章

図１１ ⑦�狩野勝川院雅信
　　 　落款・印章


